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【注目した課題】

　地元山形県は全国的に見て
も一世帯当たりの自動車保有
台数が圧倒的に多く、交通事
故の多発、騒音問題や排気
ガスによる環境への悪影響な
ど様々なことが懸念される。

source      https://www.honda.co.jp/topics/2020/03-car/



【山形県の車の事故につ
いて】
　具体的に見ていくと、山形県は
全国的に見ても自動車一台あたり
の事故率が高い。このことから、交
通事故に伴う死傷者や心身の負
担など、様々な課題が浮かび上
がってくる。

source      
https://voiture.jp/car-knowledge/accident-rate/
都道府県別の交通事故発生状況(令和２年)による



【考察】どうして山形の自動車保有台数は多いのか？
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【この課題を解決するためにできること】

山形での公共交通機関の利用を促進させる
なるべく車を使わなくても便利に生活を送るためには、更なる公共交通機関の利用を促進して
いくことが大切であると考える。

そこで

山形の交通機関をより多くの人に利用してもらうためには？

まずは山形の公共交通機関の現状について調査してみた。



【この問題に関係するSDGs目標】

・運転による心身の負担を軽減させる
・交通事故やそれに起因する死傷者を減らす

・騒音問題による社会的影響を軽減する
・交通量減少による交通渋滞の解消
・自動車輸送に頼らない、多様な輸送手段の構築

・排気ガス削減による地球温暖化対策
・有害物質排出削減による大気汚染解消



【山形の交通の現状①】

source   
https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kakuka/kikaku/kikaku/sogo/g
azoufile/pf0314133116/moukeiseikeikaku-4.pdf

・山形市の調査によると、「通勤・
通学」「買物」「通院」のいずれの
場面でも「自家用車を利用する」
と答えた人の割合が半数を超え
ている。一方で、路線バスや鉄
道を利用してる人は、自家用車
を利用する人に比べて顕著に割
合が低い。



【山形の交通の現状②】

source   
https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kakuka/kikaku/kikaku/sogo/g
azoufile/pf0314133116/moukeiseikeikaku-4.pdf

・山形市の調査によると、特に運
行本数や運賃などによる不満が
大きいことが分かる。また、他の
バス路線との接続や鉄道との接
続などについて改善を求める声
もある。

上／市内路線バス利用者への満足度調査

上／市内路線バス利用者の要望



【山形大学附属中学校３年生１１０人に聞きました！①】

①あなたは、バスや電車など山形の交通
機関は便利だと思いますか？

【考察】
● 「とても便利だと思う」「やや

便利だと思う」と答えた人の
割合は４割程度にとどまり、
また「あまり便利だと思わな
い」と答えた人が４割弱い
て、「全く便利だと思わない」
と答えた人は「とても便利だ
と思う」と答えた人の割合を
大きく上回っている。」その
ことから、多くの人が公共交
通機関に不満を持っている
ことが考えられる。



【山形大学附属中学校３年生１１０人に聞きました！③】

②あなたは、登下校以外でどのような手段で移動していますか？（複
数回答可）

①あなたは、バスや電車など山形の交通機関は便利だと思います
か？（複数回答可）

【考察】
● 通学では、公共交通機関の利用者は一定数いるが、普段の生活では公共交通機関を利用する人は限ら

れている。このことから、アンケート①の結果に出ていたように、「公共交通機関が不便である」と多くの人
が考えているということが表れているとみなせる。



【その他　山形の交通機関について聞こえてくる声】

山形の交通機関は便数が少なく、運
賃も高いなぁ…

アクセスも微妙で、運航スケジュールと
かもよく分からないなぁ…



【考察から考えられること】

　山形には、利便性を求めて自家用車を利用しているにはもちろん、山間部
に住んでいる人であったり、公共交通機関の便が良くないがために仕方なく
自家用車を使う人が多いということが考えられる。

それでは

どうすれば公共交通機関の便を良くし、自家用車を仕
方なく持ち、運転する人を抑えられるか？



【公共交通機関利便性向上に向けて】

①運賃の見直し
→運賃を値下げするには、ある程度の集客を集める必要がある

②新ルート設置
→需要が見込める路線を利用者視点に立って考えてみる必要がある

③乗換や鉄道からのアクセス改善
→ダイヤの見直しとルート案内などの情報を発信していく必要がある



【実際に解決に向けて動き出しました！】

山交バス株式会社（山形県山形市  代表取締役社長：伊藤  一郎）、庄内交通  株式
会社（山形県鶴岡市  代表取締役社長：村  紀明）、東日本旅客鉄道株式  会社（東
京都渋谷区  代表取締役社長：深澤  祐二）は、「地域連携  IC カード」 を利用した  IC 
乗車サービスの提供について合意いたしました。  県内全域をカバーする形で、複
数の民間バス事業者が一斉に交通系  IC カードを導入  するのは全国初であり、県
内の交通ネットワークの利便性向上が期待できます。導入にあたっては、山形県
の「交通系  IC カード導入支援事業」（予算額：約  5.7 億 円）や国の補助制度を活
用しております。  
（source http://www.yamakobus.co.jp/new/IMG/2019-unkou-info/icinstall.pdf）

2022年４月より、山形での交通キャッシュレス化が
初めて実現します！



【私の提案する内容】

キャッシュレス化に対応した山形に
交通アプリ「Benibana」を導入し、公
共交通機関の利便性を向上させる



【提案】「Benibana」アプリの導入

　～利用者のメリット～
①県内の交通機関の時刻表や運賃を掲載し、乗り継ぎ
　案内情報を得ることができる
　→あらゆる交通機関とのアクセス向上

②山形で導入されるICカードと一体化できる
　→アプリ一つで実際に公共交通機関に乗れる
　

③周辺の観光情報やお得なクーポンを受け取れる
　→周辺地域の商業活性化に繋がる

④現在の運行状況や混雑情報を確認できる
　→「密」回避による新型コロナウイルス感染症対策



【提案】「Benibana」アプリの導入

①県内の交通機関の時刻表や運賃を掲載し、乗り継ぎ
　案内情報を提供できる
　→スムーズな運行、利用率の向上による収益の増加につながる

②山形で導入されるICカードと一体化できるようにする
　→利用者がアプリ１つで手軽に利用できることによる利用者数の増加　利用　　情
報をもとに路線の収益情報、新たな路線開設など利便化を図るための　　　データ
の収集

③周辺の観光情報やお得なクーポン配信
　→周辺地域の活性化に繋がる、次回再利用の促進

④現在の運行状況や混雑情報の発信
　→「密」回避による新型コロナウイルス感染症対策

　～運行会社のメリット～



【「Benibana」アプリがもたらす影響】
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【「Benibana」アプリが目指す将来】

このアプリを通して、より多くの人が笑顔で暮らせる環境
にやさしい社会を目指していきたいです。


